
 

   新宿区立津久戸小学校 地域協働学校            平成 29 年 3 月 15 日  

運 営 協 議 会 だ よ り                     第 11 号  

                          代表 中井 啓之   校長 八田 瑞穂 

 
第１１回地域協働学校運営委員会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

■ 日 時  平成 29年 3 月 10 日（金）15時 30 分～16時 30 分 

■ 場 所  津久戸小学校 会議室 

■ 司 会  運営委員会代表 中井 啓之 

 

1．中井代表挨拶 

 本日で本年度最後の協議会となります。一年間ありがとうございました。指定校になって初年度とい

うことでわからないこともありましたが、たくさんの方に協力していただき活動を行うことができまし

た。明日は東日本大震災から６年を迎えます。当時を振り返りながら、私達が子ども達の安心・安全の 

支えになっていく必要があるとあらためて感じます。運営委員の皆さまには、本年度を振り返り感じた

ことや、来年度への提案などがありましたら伺いたいと思います。 

 

2．校長挨拶 

   本年度一年間、また準備校からは二年間様々ご協力いただきましてありがとうございました。本日は

落合第六小学校から運営委員長がおみえになっております。本校の活動が来年度指定校になるにあたっ

ての参考になれば幸いに思います。 

   学校では、先日行われました新宿区学力定着度調査の結果を受けて各学年分析を重ね、課題もみえて

きたところです。現在来年度の方針や取り組み方について協議を行っており、更に充実した教育を行っ

いきたいと思っております。 

 

3．情報・意見交換 

①ＰＴＡより 

（会長欠席のため挨拶文を代読） 

   恐縮ですが、ＰＴＡを代表して皆さまに感謝を申し上げさせていただきます。 

４月当初から、通学路の見守りや白銀公園の見守りなど、順調に始動した地域協働学校ですが、それ

は保護者の「もし誰かがやってくれたら助かるのに」という声の「誰か」を担うものでした。地域協働

学校の仕組みとしてはそうなのかもしれませんが、白銀公園の見守りは合計で２０９日間のシフト、朝

元気見守り隊も６月から開始して合計３１回も開催できました。登録者数は決して多くはないと思いま

す。それでもこれだけ継続できたことは並大抵のことではないと思います。 

 ラジオ体操を一緒にしてくれませんかと松田さんにお願いできたのも、いつも松田さんがウェルカム

感を出してくれるので、気軽に相談することができました。おかげさまで大変楽しいラジオ体操ができ

ました。 

 町たんけんの付き添いであったり、気が付けば、いつもどこかで見かける存在になれた気がいたしま

す。これもご協力くださった皆さまのおかげです。今年一年間、本当にありがとうございました。 

 次年度は人工芝の張替工事も終わり、もちつき大会も開催できると思います。また楽しい一年になれ

ば幸いです。ＰＴＡともぜひ協力していければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

    

②運営委員より 

【熊谷組様より】 

・ラジオ体操は新しい取り組みでしたが、小学生と一緒にできることは私達にとっても大変プラスにな

ったと思います。今後も継続できたらと思います。 

・これまで行ってきたごみゼロ運動や環境教育への取り組みなども継続し、今後も学校と一緒に考えな

がら生徒さんたちとの関わりを深めていかれるとよいと思っています。 

 

【児童館より】 

・準備校から二年間携わらせていただきましたが、指定校初年度から活動が盛んに行われすごい！と思

います。今後もっと協力者を広げて更に地域に根ざしていかれたら、と思います。津久戸小の卒業生

にも声掛けをしてはいかがでしょうか？ 



 

 

・先日のわくわくフェスティバルには副校長先生をはじめ多くの先生方にいらしていただき応援をして

いただきました！大変にありがとうございました。 

 

【今年度の活動を受けて】 

  ・この活動を通して津久戸小の子ども達、保護者の方、地域のボランティアの方などたくさんの方々と

顔見知りになれたことがとてもよかった。 

  ・活動メンバーを拡大することが課題だと思う。地域の方はもちろん保護者にも積極的に声掛けしてい

ったらよいのではないか。また、広報の仕方も考えていく必要があると思う。 

  ・交差点や白銀公園の見守りなどを行っていることは、子ども達の中にも地域の中にも浸透してきてい

ると感じる。今後も継続していけたらと思う。また交差点に関しては、朝だけでなく下校時の見守り

も必要なのではないか？ 

・地域における緊急時の連絡網など、地域のネットワーク作りも必要だと感じる。 

 

③学校より 

  ・一年間様々な場面でご協力いただきありがとうございました。４月にはまた新一年生が入ってきます

ので、学校でも交通安全には気を配っていきたいと思っております。地域の皆さまにも引き続き見守

っていただけたらありがたいです。 

  ・一年間こうして皆さまと関わらせていただき、学校や子ども達に対する地域の方々の思いに触れるこ

とができ、ありがたさを痛感しました。教員の中でもこのような思いを共有し、今後も子ども達を一

緒に育てていけたらと思います。 

  ・お手元に配布させていただきましたが、今年度も学校関係者評価へのご協力をお願いいたします。 

④教育支援課より 

  一年間ありがとうございました。津久戸小は委員の皆さまの意見交換も活発で、情報共有がきちんと

なされていると感じます。活動に関しても今まで行われてきたことを発展させるなど、無理なく行われ

ていると思います。来年度も引き続きどうぞよろしくお願いたします。 

 

出席者 

中井啓之、川端喜美、奈須野稔久、丸山勝子、大塚 香、松田和繁、八田瑞穂、内藤德子（副校長）、 

滝上康之（主幹）、大井裕達（教務主任）、塚田 誠（2-2 担任）、森 修二（教育支援課事務局） 

書記（櫻井真弓、PTA 副会長） 

 

 地域協働学校運営委員会メンバー 

代 表  中井啓之（卒業生、元 PTA 会長） 

副代表  川端喜美（青少年育成委員会、総務部長） 

委 員  高梨昌代（スクールコーディネーター） 

      奈須野稔久（赤城元町前町会長） 

      丸山勝子（箪笥町地区民生児童委員） 

      林 天延（PTA 会長） 

      小川恭伸（元 PTA 会長） 

      大塚 香（東五軒町児童館・学童クラブ・地域交流館 総合館長） 

      松田和繁（株式会社熊谷組 CSR 推進室 CS 推進グループ長） 

      八田瑞穂（校長） 

地域協働学校運営委員会はすべて公開です。どなたでも傍聴や見学をすることができます。 

事前の申し込みが必要です。 

 


